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2020年 5月 28日 

  
2020年 3月期（2019年度） 連結決算について 

 

１．2019年度連結決算 

（１）航空取扱量 

区分 
2018年度 2019年度 増 減 

実 績 実 績 数 量 ％ 

航空機発着回数 (万回) 25.7 25.8 0.2 100.7 

 国際線 20.4 20.3 △0.2 99.2 

 国内線 5.2 5.6 0.3 106.4 

航 空 旅 客 数 （万人） 4,318 4,148 △170 96.1 

 国際線 3,587 3,402 △185 94.8 

  日本人 1,438 1,366 △73 94.9 

  外国人 1,773 1,662 △111 93.7 

  通過客 376 374 △2 99.6 

 国内線 731 746 16 102.1 

国際航空貨物量 （万ﾄﾝ） 213 205 △8 96.0 

 

 航空機発着回数は、国際線旅客便において新型コロナウイルスの感染拡大の影響等による減便、運休に伴

い減少したものの、国際線貨物便において前期発生した貨物便の運航停止に伴う減少の反動増や、国内線

における庄内線の新規就航、前期に就航した長崎、高知、下地島線の通年化に伴う増加により、全体として微

増となり、8期連続で開港以来最高値を更新。 

 航空旅客数は、国内線において新規就航、増便等により開港以来最高値を更新したものの、国際線におい

て訪日外国人の伸びの鈍化に加え、2020 年 2 月以降の新型コロナウイルスの感染拡大に伴い入国制限、

渡航自粛が強まったことにより、5期ぶりに前期に比べて減少。 

 国際航空貨物量は、前期運航停止となっていた貨物便の復便に伴う貨物搭載スペースの増加や、米中貿易

摩擦の影響に伴い減少した輸出入貨物を補うため、航空会社が積極的に受託したことにより仮陸揚貨物が増

加したものの、輸出入貨物が低調に推移したことにより、前期に比べて減少。 

 2020年 3月期連結決算 

航空機発着回数について、新型コロナウイルスの感染拡大の影響等による国際線の減便、運休

で減少したものの、国内線の新規就航等で増加したことから、空港使用料収入は微増。一方、新型

コロナウイルスの感染拡大の影響等により国際線旅客数が減少したことから、旅客施設使用料収

入、物販・飲食収入、構内営業料収入はいずれも減収。結果として、営業収益は減収、営業利益、

経常利益及び当期純利益はいずれも減益。 
 

 2021年 3月期連結業績予想 

新型コロナウイルス感染症の終息時期が不透明であり、当社グループの業績に与える影響を

現時点で合理的に算定することが困難なため、現段階では 2021年 3月期連結業績予想を未定と

させていただき、予想が可能となった時点で公表する予定。 

（注）航空取扱量は、単位未満を四捨五入して表示しています。 
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（２）連結決算                                                  

新型コロナウイルスの感染拡大の影響等により、営業収益は 2,371億円（前期比△125 億円、5.0％の

減）、営業利益は 407億円（同△150 億円、27.0％の減）、経常利益は 391億円（同△144 億円、27.0％の

減）、当期純利益は 244億円（同△113億円、31.7％の減）となり、減収減益。 

＜セグメント別決算概要＞                                                （単位：億円） 

科目 
2018年度  2019年度 増 減 

実 績 実 績 金 額 ％ 

営 業 収 益 ※１ 2,497 2,371 △125 95.0 
 空港運営事業 1,108 1,088 △20 98.1 
 リテール事 業 1,048 946 △101 90.3 
 施設貸付事業 309 306 △2 99.0 
 鉄 道 事 業 29 29 △0 99.8 

営 業 利 益 558 407 △150 73.0 
 空港運営事業 107 25 △81 24.2 
 リテール事 業 299 244 △54 81.7 
 施設貸付事業 146 132 △13 90.5 
 鉄 道 事 業 6 6 △0 91.8 

経 常 利 益 536 391 △144 73.0 

当期純利益 ※２ 357 244 △113 68.3 

※１ 外部顧客に対する売上高、※２ 親会社株主に帰属する当期純利益 

 

 空港運営事業 ： 航空機発着回数について、新型コロナウイルスの感染拡大の影響等により国際線は減

少したものの、国内線は新規就航等で増加し、空港使用料収入は微増。一方、新型コロナウイルスの感染

拡大の影響等により国際線旅客数が減少したため、旅客施設使用料収入は減収となり、営業収益は前期

比 1.9％減の 1,088億円。営業利益は東京 2020大会に対応する施設改修費用や金利の低下により退職給

付費用が増加したこと等により、同 75.8％減の 25億円。結果として「減収減益」。 

 リテール事業 ： 元安による中国系旅客の消費マインドの低下に加え、新型コロナウイルスの感染拡大の

影響等で国際線旅客数が大幅に減少したことにより、物販・飲食収入は前期比 10.1％減の 741億円、構内

営業料収入は同 13.9％減の 107 億円となり、営業収益は同 9.7％減の 946 億円。営業利益は同 18.3％減

の 244億円。結果として「減収減益」。 

 施設貸付事業 ： 営業収益は前期比 1.0％減の 306 億円。営業利益は東京 2020 大会に対応する施設改

修費用等の増加により、同 9.5％減の 132億円。結果として「減収減益」。 

 鉄道事業 ： 営業収益は 29億円、営業利益は 6億円と前期並み。 

  

（注）決算数字は、単位未満を切り捨てて表示しています。 
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（３）財政状態  

＜連結貸借対照表＞                                 （単位：億円） 

科目 
2018年度期末 2019年度期末 増 減 

実 績 実 績 金 額 ％ 

流 動 資 産 668 712 44 106.6 

固 定 資 産 7,520 7,631 111 101.5 

資 産 合 計 8,188 8,343 155 101.9 

流 動 負 債 953 990 36 103.8 

固 定 負 債 3,590 3,559 △31 99.1 

負 債 合 計 4,544 4,549 5 100.1 

純 資 産 合 計 3,643 3,794 150 104.1 

 資産合計は、東京 2020大会に対応する施設の増加等により前期末比 155億円（1.9％）増の 8,343億円。 

 負債合計は、長期債務は減少したものの、期末完成工事の増加により未払金が増加し、同 5 億円（0.1％）

増の 4,549億円。 

 純資産合計は、同 150億円（4.1％）増の 3,794億円。自己資本比率は、前期末の 43.5％から 44.5％へ向

上。 

＜参考：長期債務の推移＞                                              （単位：億円） 

科目 

2018年度期末 2019年度期末 増 減 平均金利 

実 績 実 績 金 額 ％ 
2018年度 2019年度 

期末 期末 

長期債務 3,820 3,610 △210 94.5 0.66% 0.55% 

社債 3,390 3,290 △100 97.1 0.72% 0.58% 

長期借入金 430 320 △110 74.4 0.22% 0.23% 

 長期債務残高は、前期末比 210億円（5.5％）減の 3,610億円、平均金利は同 0.11ポイント低下の 0.55％。 

 

（４）キャッシュ・フローの状況                           （単位：億円） 

科目 
2018年度 2019年度 増 減 

実 績 実 績 金 額 

営業活動によるキャッシュ・フロー  783 615 △168 

投資活動によるキャッシュ・フロー  △402 △269 132 

  フリー・キャッシュ・フロー  381 345 △36 

財務活動によるキャッシュ・フロー  △378 △319 59 

 フリー・キャッシュ・フローは、345億円のキャッシュ・イン（前期比 36億円の減少） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、新型コロナウイルスの感染拡大の影響等による減収により、利益

が減少し、前期比 168億円減の 615億円のキャッシュ・イン（収入）。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、大型工事の完成が期末に集中し、支払いが翌期となったことから、

同 132億円減の 269億円のキャッシュ・アウト（支出）。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の償還、長期借入金の返済が減少し、同 59億円減の 319億

円のキャッシュ・アウト（支出）。 

  

（注）決算数字は、単位未満を切り捨てて表示しています。 

（注）決算数字は、単位未満を切り捨てて表示しています。 

（注）決算数字は、単位未満を切り捨てて表示しています。 
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２．今後の見通し 

新型コロナウイルスの感染拡大により、航空業界及び世界経済全体は、これまで経験したことのない未曾有

の危機に直面しております。新型コロナウイルス感染症の終息時期が不透明であり、当社グループの業績に与

える影響を現時点で合理的に算定することが困難なため、現段階では2021年3月期連結業績予想を未定とさせ

ていただき、予想が可能となった時点で公表させていただきます。 

世界の航空需要は、新型コロナウイルス感染症の影響により大きく低迷しており、航空需要の完全な回復ま

でには相当程度の期間を要すると見込まれることから、今後の空港経営においては、この影響を考慮する必要

があると考えます。 

当社は空港管理者として、成田国際空港における一層の感染拡大防止を図りつつ、安全かつ効率的に空港

機能を確保・維持する観点から、運用体制の見直しの一環として、2020 年 4 月 12 日からＢ滑走路を一時閉鎖

し、4月 20日からは旅客ターミナル施設についても一部閉鎖する等の対応を取っております。また、航空会社や

テナント等の関係事業者と手を携えて、このかつて経験したことのない苦境を乗り越えていくため、2020 年 3 月

に着陸料及び停留料の支払い猶予や事務室賃料、構内営業料等の減免による過去最大規模の緊急措置を講

じたところですが、影響の長期化と収束後の事業再開を見据え、事業者への更なる負担軽減策として、2020 年

5 月からは、支払い猶予における対象料金や猶予期間の拡大及び事務室賃料、構内営業料等の更なる減免に

より、緊急措置を超える規模で追加措置を講ずることとしました。 

今後、世界経済が新型コロナウイルス感染症による影響を克服し、再び成長軌道に戻すため、各国政府や

ICAO、ACI、IATA 等航空業界における国際機関等において、各国の収束動向を踏まえた渡航制限の緩和のあ

り方に関する議論が加速していくものと考えております。当社グループは、国際拠点空港としての役割を果たす

ためにも、空港の本格的な運用再開に向けて、政府による国内移動の自粛要請、我が国を含む各国の渡航制

限等の動向や前述の国際機関の指針等を視野に入れながら、今後も必要な感染症防止策を積極的に取り入

れ、お客様が安全にかつ安心して空港をご利用いただくための取り組みを着実に実行し、政府、国際機関、航

空会社等と共に航空業界で一丸となって、グローバルな航空ネットワークの正常化に積極的に取り組んでまい

ります。 

上に述べたように、航空需要の完全な回復までには相当程度の期間を要すると見込まれますが、世界及び

我が国の経済が現在の危機を克服し、さらに成長を遂げていくためには、国内外における人流、物流の力強い

回復が必要であり、航空のさらなる発展が不可欠であると考えております。当社グループとしては中長期的な視

点に立ち、足元の感染防止策に着実に対応しつつ、新しい航空ビジネスの在り方を関係者と確立しながら空港

の機能強化、サービスレベルの向上を着実に図ることで、グローバルな航空ネットワークの復興、成長に貢献し

たいと考えています。 
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参考  

【連結決算推移】 ※括弧内は前期比 
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＜2019年度＞ 

・全体：5期ぶりの減少 

・国際線：5期ぶりの減少 

・国内線：開港以来最高値を更新 

［これまでの過去最高値］ 

   ・全体：2018年度 4,318万人 

   ・国際線：2018年度 3,587万人 

   ・国内線：2017年度 746万人 

【空港内免税店・物販店・飲食店売上高推移】 【連結長期債務残高の推移】 

 

【空港内免税店・物販店・飲食店売上高推移】 ※括弧内は前期比 

＜2019年度＞ ・民営化以降第 2位の数値 

［これまでの民営化以降過去最高］ ・2018年度 1,432億円 

 

【航空取扱量推移】 ※括弧内は前期比
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〒282-8601 千葉県成田市成田国際空港内 NAAビル 

URL：https://www.narita-airport.jp/jp/ 


